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学習療法を導入して１年半が過ぎました。基本的には職

員１名に学習者２名で行うので、職員の名前をなかなか憶

えてくれなかった方も憶えてくださったり、接点のない方

同士でも会話する機会が出来ました。また帰宅願望のある

方も学習すると落ち着かれるなど、驚きと共に良さを実感

しています。半年に一度は、認知機

能や記憶力を測定できる認知機能検

査（ＭＭＳＥ）も行っており、大半

の方が現状維持という結果が出てい

ます。

『
年
頭
に
当
た
り

』

副
理
事
長
・
特
養
施
設
長

深
谷
英
子

謹
ん
で
新
年
の
お
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
格
別
の
ご
厚
誼
に
あ
ず
か
り
、
感
謝
に
た
え

ま
せ
ん
。
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
御
嶽
山
の
噴
火
と
い
う
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
の

災
害
に
心
が
痛
む
一
年
で
し
た
が
、
年
末
に
は
愛
知
か
ら

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
と
い
う
、
世
界
に
誇
る
物
理
学
者
が
二

人
も
選
ば
れ
、
同
郷
と
い
う
だ
け
で
胸
を
張
れ
る
思
い
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
２
０
１
５

年
、
心
躍
る
一
年
の
幕
開
け
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
介
護
保
険
の
改
正
が
目
前
と
な
り
否
応
な
し
に

や
っ
て
き
ま
す
。
介
護
保
険
料
負
担
増
、
要
支
援
者
の
排

除
、
特
養
入
所
対
象
者
制
限
、
補
足
給
付
見
直
し
等
々
。

介
護
保
険
の
御
利
用
が
し
づ
ら
く
な
る
の
で
は
と
懸
念
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
私
の
幼
少
の
頃
の
よ
う
に
、

お
隣
さ
ん
も
お
向
い
さ
ん
も
家
族
の
一
員
の
よ
う
な
、
支

え
合
う
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
共
は
社

会
福
祉
法
人
の
一
員
と
し
て
改
め
て
『
誠
意
』
と
『
地
域

貢
献
』
の
二
つ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
と
共
に
あ
る
施

設
と
し
て
更
な
る
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。本

年
も
相
変
わ
ら
ず
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小規模特養ヴィラトピア知立は、開所四年目になりました。

「本年の抱負」は、ご利用者様やご家族様が喜んでいただ

けるような、新たな試みを

考案し実行する事です。

どうぞご期待くださいま

せ。そして「今年の願い」は、

皆様方がケガや病気の無い

一年でありますように。

（職員全員の願い）

ήὦᾓὪώ

「新年祝賀会」にて、新しい年の幕開けを祝いました。

理事長の挨拶の後、皆さんに今年の目標を聞いて回ると、

「もっと歩けるようになって旅行に行きたい」「認知症予

防で始めた中国語講座に、休まず通いたい」との声が。

「体力向上大作戦」が浸透し、

一日でも長くケアハウスで過ご

して頂きたいと願うスタッフの

気持ちから、ご利用者様の気持

ちにも張りが出て来たようです。

３月にはお抹茶会があります。昨年は事務職員とご利用

者様のご家族様に大正琴を弾いて頂きました。それにあわせ

て楽しく歌を唄ったり、お抹茶の先生が来てくださって、お

抹茶の点て方を教えてもらいま

した。点てたばっかりのお抹茶

とお饅頭をおいしくご利用者様

と職員で頂きました。

今年も楽しいお抹茶会にな

るといいなあと思います。



謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
の
ご
愛
顧
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
本
年
も
広
報
誌
「
い
た
わ
り
」

を
さ
ら
に
良
く
し
、
ご
愛
読
し
て
頂
け
る
よ

う
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
本
年
も
引
き
続
き
、

ヴ
ィ
ラ
ト
ピ
ア
知
立
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

皆
様
が
ご
健
康
で
ご
多
幸
で
あ
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

科学的介護

今年度、当法人の４大テーマの一つに「科学する」があります。ちょっと

わかりにく言葉ですが、全国老人福祉施設協議会が提唱する「科学的介護」

に由来します。

「科学的介護」とは、過去の実践から導き出された根拠のある方法論であり、

自立支援を中心とした介護を行い「おむつゼロ」を目指したりします。つま

り「人間らしく生きる援助」こそが介護であり、この人間らしさの生命活動

を分析し、どう援助するかを体系化することです。この考えをすべての

事業部に適応させ、「見える化」などで分かり易くしていこうとの考え

が「科学する」です。今後のヴィラトピア知立にご期待ください。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

加
藤
芳
江
様

濱
本
毅
様

（
平
成
二
十
六
年
八
月

～

平
成
二
十
六
年
十
一
月
末
日
）

他
に
も
多
く
の
ご
家
族
様
、
関
係
者
並
び
に
ご
利

用
者
様
、
更
に
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
・
ヘ
ル
パ
ー
・
小
規
模
特
養
を

ご
利
用
の
皆
様
か
ら
の
お
心
尽
く
し
を
頂
戴
し
て

お
り
ま
す
。

厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

褥瘡対策委員会
生活の場である当施設では、ご利用者様の健康管理を十分行っていますが、中には

身体状況によって床ずれ（褥瘡）が起こりやすい方がいます。床ずれ（褥瘡）をつく

らないよう予防をし、リスクを減らすことが大切です。委員会ではご利用者様の全身

状態の確認、基本知識の構築、栄養状態などリスクの軽減について話し合いを行って

います。褥瘡予防には多職種でのチームケアが大切になってきます。全員で予防でき

るよう実践していきます。

今後の行事予定

特
養

二
月
四
日
（
水
）

豆
ま
き

三
月
中

抹
茶
会

三
月
一
三
日
（
金
）
彼
岸
法
要

六
月
中

演
芸
会

編集後記


